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内容見本（縮小）

■国税徴収官として、徴収実務に携わってきた経験とノウハウがこの
一冊に凝縮されており、徴収の基本を押さえることができる

■具体的事案を解決へと導く詳細な討論により、徴収の実践力や応用
力を鍛えることができる

〈事例サンプル〉
大激論・詐害行為取消権／
超過公売はいけません！／
これが集合譲渡担保？／

第二次納税義務賦課後の猶予／
滞納整理停止の理念／
新役員さんは銀行の人

ほか
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